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一
年
間
を
振
り
返
っ
て

森
本 

奈
津
美　

　

私
は
、
明
徳
の
剣
道
に
惹
か
れ
入
学
し
、
早

５
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
、
女
子
が
一

人
で
個
人
戦
し
か
出
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に

か
く
毎
日
、
先
輩
や
同
級
生
の
男
子
と
〝
日
本

一
〟
を
目
標
に
稽
古
に
励
み
ま
し
た
。

　

結
果
、日
本
一
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

四
国
１
位
と
な
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
一

人
だ
け
で
は
な
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
支
え
て
頂

い
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
の
春
、女
子
の
監
督
が
来
ら
れ
、

私
は
変
わ
り
ま
し
た
。
女
性
の
監
督
に
教
え
て

頂
く
の
も
初
め
て
で
、
色
ん
な
経
験
を
さ
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
明
徳
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
剣
道
人
生
を
歩
ん
で
い

き
ま
す
。

　

な
に
よ
り
、
明
徳
で
剣
道
が
出
来
た
事
を
誇

り
に
思
い
、
剣
道
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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０
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２
年
５
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萩
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３
位 

前
田
一
成
（
明
徳
）

■
女
子
個
人

優
勝 

豊
田
喜
久（
明
徳
）　

２
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３
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四
国
高
等
学
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剣
道
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手
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大
会

２
０
１
２
年
６
月
16
、
17
日　
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県
立
武
道
館

■
男
子
団
体

優
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尾
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文
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